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申請手続きの順序について 
 
 

1.海老名市物件設置等許可申請書提出（２部） 
 
  添 付 書 類 
 
１）案内図：地図等に申請箇所を赤で記入。 
 
２）平面図：宅地内の公共汚水桝の位置、境界からの距離が確認できるもの。 
 
３）構造図：標準構造図参照。 
 
４）縦断図：管渠施工の場合添付。 
 
５）現況写真：設置、撤去する桝及び取付管の位置が確認できるもの。 
 
６）土地使用承諾書：私道取付及び申請者と土地所有者が異なる場合添付。 
 
７）公図写し：私道取付の場合添付。 
 
８）意見書の交付願い：県道取付の場合添付。 
 
 

２．物件設置等許可書の交付  
１）許可になりましたら連絡しますので、受領願います。 
 
２）許可条件を遵守し、現場工事担当に周知徹底して下さい。 
 
３）申請内容に変更が生じた場合は速やかに協議して下さい。 
 
４）県道取付の場合、許可書と同時に意見書を交付しますので県道占用掘削申請の際、意見書を添付 
 
 して下さい。 
 
５）県道占用掘削許可が取れましたら、許可書の写しを提出して下さい。 
 
 

３．公共下水道施設工事完成届・工事施工写真の提出（１部） 
 
１）工事が完了したら速やかに完成届（及び添付書類）・施工写真を提出し、写真検査、現場検査を受け 
 
て下さい。検査により手直しを指摘された場合は速やかに指摘内容を処理し、再検査を受けて下さい。 
 

添 付 書 類 
 
１）案内図 
 
２）竣工図：設置した桝の深さ、取付管の長さ等の実測値を記入して下さい。 
 

４．公共下水道施設移管申請書の提出（１部） 
添 付 書 類 

 
１）案内図 
 
２）竣工図：設置した桝の深さ、取付管の長さ等の実測値を記入して下さい。 
 
３）県道取付の場合は道路占用承継許可申請書に必要事項を記入し提出して下さい。 
 
 
 



施 工 写 真 撮 影 要 領 
  

 工    種       項    目     撮 影 内 容    撮 影 箇 所  

 
 １．一  般 
 
 
   現況写真         着 手 前 

 
 
 
 
  公共汚水桝及び取付管等の 
 
  設置又は撤去する位置 

 
 
 
 
 
 
  箇所ごと 

 
 ２．管渠工事（開削） 
 
 
   土   工      掘  削 

 
 
 
 
  掘削状況（幅、深さ） 

 
 
 
 
  スパン中央部１箇所 

     埋め戻し   埋め戻し状況 
 
  埋め戻しの材質別 
 
  厚さ別の転圧状況 

  スパン中央部１箇所 

 
 ３．マンホール設置 
 
 
   土   工 

 
 
 
 
  管渠工事参照 

 

    基 礎 工    設置状況基礎の幅、厚さ   箇所ごと 

    設 置 工    副管、側塊類据付状況    設置個所ごと 

 
 ４．汚水桝及び取付管工 
 
    土   工 

 
 
 
管渠工事参照 

 

    基 礎 工    設置状況 
 
  基礎の幅、厚さ 

 
  箇所ごと 

    桝設置及び 
 
    取付管敷設工 

   側塊類据付状況 
 
  インバート状況 
 
  汚水桝深さ 
 
  取付管敷設状況 

 
   箇所ごと 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



物 件 設 置 等 許 可 申 請 書（記入例） 
  
  
                                 〇〇年〇〇月〇〇日 
 
  海 老 名 市 長  殿 
 
 
              申 請 者  住 所  海老名市勝瀬〇〇番地    
 
                     氏 名  海老名市 太郎       
 
                     連絡先  012-345-6789         
 
  海老名市下水道条例第３７条第１項に基づき物件設置許可について次のとおり申請します。  
  また、本申請に伴い、貴市より付された許可条件については、申請者の責任において遵守する 
 ことを誓約します。 
 

 

 
 申 請 区 分 
 

 
      ■  新  設       □  変  更（下   ） 

 
 
 設 置 場 所 
 

 
 海老名市 〇〇〇 〇丁目□□番□□号 

 
（ 地 番 ）〇丁目□□□番 
 

 
 
 
 施設の名称及び 
 
 構 造 

 （新 設） 
人孔 ○号Coφ○○○ｍｍ    
         H=○.○ｍ  □基 
汚水管 塩ビVUφ○○○ｍｍ    
            Ｌ=○.○ｍ  
汚水ます 塩ビVUφ２００ｍｍ   
         H=○.○ｍ  □基 
取付管 塩ビVUφ１５０ｍｍ    
            Ｌ=○.○ｍ  
副管 塩ビVUφ○○○ｍｍ H=○.○ｍ 
鋳鉄製防護蓋φ２００ｍｍ   □基 

 （撤 去） 
人孔 ○号Coφ○○○ｍｍ       
      H=○．○ｍ  □基 
汚水管 塩ビVUφ○○○ｍｍ     
          Ｌ=○．○ｍ   
汚水ます Coφ５００ｍｍ      
       H=○．○ｍ  □基 
取付管 塩ビVUφ１５０ｍｍ     
          Ｌ=○．○ｍ 
 
 

 
 工 事 期 間 

 
      許 可 日    から   〇〇年〇〇月〇〇日 まで 

 
 
 
 施 工 業 者 

 
 住  所 ○○○○ 
 
 会 社 名 ○○○○ 
 
 代表者名 ○○○○                 
 
 連 絡 先 ○○○○      担当者名  〇〇〇〇 
 

協議対応者（施工業者と異なる場合記入）  対応者名        連絡先 
 
 
 添 付 書 類 

 
  ■ 案内図  ■ 平面図  ■ 構造図  ■ 縦断図 

 
  ■ 現状写真 ■ 土地使用承諾書  □ その他（      ） 
      

申請を変更する場合は

こちらにチェックを入

れ、指令番号（下〇〇）

を記入してください。 



※スリム型副管でも可　

※エルボ設置を基本

※RC-40、割栗基礎
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※汚水のみ傾斜対応蓋

道路幅員

※汚水φ200mm、雨水φ300mm

※原則　汚水取付管φ150mm、雨水取付管φ200mm施工

※汚水のみ傾斜対応蓋

※汚水φ200mm、雨水φ300mm
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カラ－(接着受口)

直管

止金具
SUSバンド

蓋

原則　下流管と管頂接合

※蓋中央の市章については、海老名市管理の桝に使用すること。

道路幅員

※原則　汚水取付管φ150mm、雨水取付管φ200mm施工
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※汚水桝深さ1800mm以上は、

0号人孔で施工のこと。

※汚水桝深さ1800mm以上は、

0号人孔で施工のこと。

※マンホール接続時は

下流管と管頂接続を原則

※マンホール接続時は

下流管と管頂接続を原則

又、可とう性継手を設置

又、可とう性継手を設置
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斜壁ブロック等
※H450以上を原則使用

直壁ブロック

躯体ブロック

可とう性継手 可とう性継手

底版ブロック

基礎砕石

調整リング
※100mm以上を使用
原則　最大200mmまで

蓋及び受枠
φ600mm

斜壁ブロック等

躯体ブロック

可とう性継手 可とう性継手

底版ブロック
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φ600mm
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プレーンエンド直管

自在曲管(カラー付)

プレーンエンド直管

可とう支管 下水本管
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既設側溝幅

取付管長

500

自在曲管(75°カラー付) プレーンエンド直管

自在曲管(カラー付)

プレーンエンド直管

可とう支管 下水本管

既設舗装ドロップ桝
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既設側溝幅500

汚水・雨水ます蓋

プレーンエンド直管

汚水・雨水ます蓋

プレーンエンド直管

直
管
高 副
管
高

90°エルボ

内副管用マンホール継手

１０‰以上

１０‰以上

取付管長

管理ナンバーキャップ

管理ナンバーキャップ

管理ナンバーキャップ

管理ナンバーキャップ

市章 市章

市章

市章

インバートコンクリート

インバートコンクリート

埋設明示シート
W織400mm（最小）

管径幅以上

調整モルタルは30mm以上確保

1
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※既設側溝下越の場合
さや管を施工のこと。

※既設側溝下越の場合
さや管を施工のこと。

市章 市章

指定鉄蓋

ロック部

左右袋穴とする

※注意　車道センターラインがあるところもしくは、車道幅員５．５ｍ以上がＴ－２５

スリップ対策高機能鉄蓋

0号組立マンホール（内径750mm円形）

1号組立マンホール（内径900mm円形）

本管掘削施工図

１－１

オスキャップ
デザイン海老名市仕様

台座

粒度調整砕石

立上り管 VUφ300

砂基礎もしくは、基礎板等

塩ビマンホール（内径300mm円形）

１－１ ２－２

１－１ ２－２

取付管標準施工図

※注意　車道センターラインがあるところもしくは、車道幅員５．５ｍ以上がＴ－２５
緊急輸送道路の車道に使用

設置するナンバーキャップは、別途指示

設置ナンバーキャップは、別途指示

マンホール深さ２ｍ以上には、転落防止梯子付

マンホール深さ２ｍ以上には、転落防止梯子付

汚水デザイン蓋 雨水標準蓋

塩ビ桝蓋

汚水桝蓋φ200 雨水桝蓋φ300

標　準　構　造　図

標準構造図を使用する際は、該当図に赤囲み又は着色すること。

防護蓋 T-25

それ以外は、Ｔ－１４

汚水蓋 雨水蓋

策定日　令和７年７月１日

副管構造図（内副管）
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左右開放穴とする

ガス穴6ヶ所

左右開放穴とする

ガス穴6ヶ所

製造年（西暦下2桁）製造年（西暦下2桁）

ドライバー孔（３箇所）

ドライバー孔（３箇所）


